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6 ．発表者略歴

【アドバイザー】
●木村　勉　（きむら　つとむ）
　長岡造形大学名誉教授（工学博士）。専門分野は建造物保存修復。
　昭和46（1971）年から(財)文化財建造物保存技術協会に勤務。旧函館区公会堂、山形県旧県会議事
堂、東京駅など、全国各地の重要文化財、歴史的建造物の保存修復を指導。
　昭和62（1987）年　日本文化デザイン賞及び第 2 回アルヴァアールト北海道展記念賞受賞。
　平成 7 （1995）年から奈良国立文化財研究所に勤務、建造物研究室長を務める。
　平成16（2004）年から同28年 3 月まで長岡造形大学教授（建築・環境デザイン学科）となる。
　平成28（2016）年 7 月　長岡造形大学名誉教授となる。
　この間、新潟市の「重要文化財旧新潟税関庁舎等保存管理・活用計画」（平成21年 3 月策定）の委
員を務める。現在、世界遺産登録を目指す佐渡金銀山、九州の三井三池炭鉱万田坑、足尾銅山などの
保存計画や世界遺産富岡製糸場などの修復に関わる。建築修復学会、建築史学会ほかの学会に所属し、
著書・論文及び国内外での学術発表も多数。

●内藤隆夫　（ないとう　たかお）
　東京経済大学経済学部教授、博士（経済学）。専門分野は日本経済史。
　平成13（2001）年　北海道大学大学院経済学研究科及び経済学部の助教授、のち准教授を務める。
　平成25（2013）年　東京経済大学経済学部教授となる。
　社会経済史学会、政治経済学・経済史学会、経営史学会など多くの学会に所属。日本石油産業史、
近代佐渡鉱山史、地方金融史が主な研究テーマ。新潟県の石油産業史に関する論文も多数。近代の佐
渡金銀山の鉱山技術資料についても世界遺産国際シンポジウムで発表している。

●栗田裕司　（くりた　ひろし）
　新潟大学理学部地質科学科准教授（理学博士）。専門分野は地層、堆積環境、微化石、石油地質。
　昭和57（1982）年から石油資源開発株式会社に勤務、のち技術研究所古生物グループ長を務める。
　平成10（1998）年　石油技術協会論文賞を受賞。
　平成13（2001）年から新潟大学理学部地質科学科助教授、同16年から同学科准教授を務める。
　平成19（2007）年　日本古生物学会学術賞を受賞。
　平成20（2008）年　新潟大学学長教育賞を受賞。
　現在、日本地質学会、日本古生物学会、石油技術協会ほかアメリカやカナダなどの多くの学術団体
に所属。現在も石油関連の企業などと共同研究に取り組む。

【調査概要報告者】
●入江清次　（いりえ　きよつぐ）
　新潟市 文化スポーツ部 歴史文化課 副参事

フォーラム　新潟の石油文化遺産を探る―新潟市旧新津油田金津鉱場総合調査報告―　記録集

　【編集・発行】　新潟市 文化スポーツ部 歴史文化課 （企画・文化財担当）
　　　　　　　　〒951-8550　新潟市中央区学校町通一番町602番地1
　　　　　　　　電話 025-228-1000（代表）　　FAX 025-230-0412
　【発 行 日】　　平成29（2017）年3月31日
　【印　　刷】　　株式会社ハイングラフ

フォーラムの概要

【趣　旨】　　 　新潟市秋葉区の新津丘陵金津地区には、石油採掘・精製施設など、多くの石油産業遺
産が往時の姿で残っています。全国的にも稀有な保存状態と、その優れた価値が認めら
れ、平成19（2007）年には経済産業省から日本近代化産業遺産群に認定されました。

　　　　　　 　また、石油がしみ出す地層や油井が間近に観察できるということが非常に希少であ
り、珍しいということで、同年、金津地区は「日本の地質百選」にも選定されています。

　　　　　　 　本市では、これらの新津丘陵に点在する貴重な地域の文化遺産について、総合的にそ
の価値を調査する旧新津油田金津鉱場総合調査事業を平成26年度から行ってきました。

　　　　　　 　調査開始から 3 年が経ち、ある程度の調査成果がまとまりましたので、市民のみなさ
まにご報告するため、フォーラムを開催しました。

　　　　　　 　フォーラムでは、これまでの調査成果報告とともに、調査全体を指導していただいた
アドバイザーの先生方から専門家の立場から基調講演をしていただきました。

　　　　　　 　さらに、様々な立場のパネリストからなるパネルディスカッションを設定し、我が国
の近代化の一翼を担った本市の貴重な石油文化遺産ついて広い視野で語り合っていただ
き、参加者とともに理解を深めました。

【主　催】　　新潟市

【協　力】　　新潟県教育庁文化行政課、石油の世界館友の会

【日　時】　　平成28年 7 月30日（土）　13：30～16：00

【会　場】　　新潟市万代市民会館　 6 階多目的ホール

【参加者】　　150人





































































【付記】
　本報告書は一般向けの講演のため、典拠となる先行研究等を一切示していない。
　予め了承されたい。

















（『日本石油百年史』口絵）

（『日本石油百年史』口絵）

（『百年のありがとう　モービル石油の歴史』p.39）

（昭和シェル石油ＨＰ
  http://www.showa-shell.co.jp
  /profile/shell/history1901.html）

（『日本石油百年史』口絵）

（『日本石油百年史』p.136）



図3　（綱式）機械掘（『日本石油百年史』p.136）

内藤隆夫「石油業の発達と輸送網」（高村直助編著『明治の産業発展と社会資本』
ミネルヴァ書房 1997年）p.286





中野邸記念館ＨＰ（http://www.nakanotei-muse.com/index2.htm）
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